
高精度インライン粘度計 FEM-1000Vシリーズ
振動の変化により液体の粘度を検出します。圧電型加速度センサーを採用し、高分解能を実現。共振現象を利用した画期的な製品です。独自のバランス構造の発振器の採用により、長期信頼性と安定
した粘度測定を実現しました。

特許取得済（日本、米国、英国）

 

●FEM-1000Vはインラインプロセス用途のねじり振動粘度計で、タンクやパイプにフランジを取り付けることで粘度や温度をリアルタイムかつ連続測定できます。
●駆動部に圧電セラミックを採用したメンテナンスフリーの粘度計です。
●粘度センサー部（プローブ）は完全密閉構造になっており、非防爆タイプはフランジでの取り付けに加え、プローブ全体を液体に浸すことも可能です。
●液体の流れやタンクを撹拌するパイプに取り付けることで、液体の流動状態での粘度測定が可能です。
●防爆タイプは難燃性を保持しており、管理区域内でも安心して使用できます。

●粘度測定精度は測定値の±1%以内です。つまり、800mPasでも1mPasでも測定精度は1%以内です。
●プローブは防水・防塵構造でコンパクトかつ堅牢です。また、腐食に強いステンレス製です。また、接液部は全て溶接されているため、機密性に優れ、洗浄性にも優れています。
●双方向平衡発振器（特許取得）の採用により、振動プロセスの影響を受けず、高精度（測定値の±1％）で測定できる粘度計です。プローブは流れ方向に対して垂直、水平、斜めの3方向に設置可
能です。
取り付け時の歪み等の機械的ストレスに対する取り付け調整が不要です。
●測定値の±1％以内の高い測定精度の粘度測定データを4～20mA（アナログ出力）またはRS232C（デジタル出力）で出力可能です。そのため、自動化ラインの生産管理に最適な粘度
計です。
●防炎適合基準は以下の通りです。

シリーズ
調査

耐炎性 型式検査番号
スレーブコントローラー

FEM-1000V-EXシリーズ
FVM80A-PEXG ExdⅡCT6 TC18354
FEM-1000-EXSC ExdⅡBT6 TC18851

FEM-1000V-EXMTシリーズ
FVM80A-PEMT ExdⅡCT3 TC18356
FEM-1000-EXSC ExdⅡBT6 TC18851

●PLL回路を搭載したコントローラーの発振周波数は常に振動子の共振周波数と一致するように制御されており、温度の影響で振動子の共振周波数が変化しても正確に粘度を測定します。

●分散化と分散化
●インキ、塗料、各種塗装、成膜の管理。
●スラリー、食品



●当社の粘度計は、圧電セラミック源をアクチュエータとして駆動するねじり振動一定せん断応力システムです。
●振動部のトーションロッドの両端に同一の2つの慣性質量（駆動部I1、検出部I2）を配置し、回転方向に振動します。質量上部にある加速度センサーによる振動の振幅として粘度検出器で粘度抵
抗を測定し、粘度に換算するシステムです。
●トーションロッド中心の共振の節（節：特許取得）が不動点となり、上下の慣性質量（I1、I2）が互いに逆方向に振動します（双方向バランス型振動子）ノードによるプローブの設置位置を問わ
ないほか、設置時の機械的応力歪みによる設置調整も不要です。
●トーションロッドはトーションパイプを介してプローブハウジングのベースに溶接されており、完全密閉構造です。

粘着性のあるスラリー、強酸、強アルカリに対応。 さまざまなフェルールサイズをご用意しております
さまざまなフェルールサイズをご用意しております

食品ラインなどの配管に粘度計を取り付ける際の方法の一つです。
ガードは液体に溶けない硬質な部分により傷や曲がりなどから検出器を保護するために取り付けられています。
ガードは粘度測定に影響を与えません。

圧電セラミックスを駆動源としたバランス型振動子を採用しているため、検出器は流れの任意の角度で設置可能です。

※左図の例は実装を示すものであり、複数のプローブを必要とするものではありません。

タイプ インライン粘度計
入力方式 FEM-1000V-ST FEM-1000V-MT FEM-1000HV

耐炎性
調査 -

スレーブ/コントローラー -

粘度

測定範囲

Lレンジ 0.50～1000mPa・s -
Mレンジ 10.0～5000mPa・s -
Hレンジ 500～20000mPa・s -
HV範囲 - 1.00～100Pa・s

正確さ

Lレンジ ±1%(読み取り値) -
Mレンジ ±1%(読み取り値) -
Hレンジ ±1%(読み取り値) -
HV範囲 - ±1％F.S.

再現性

Lレンジ ±1%(読み取り値) -
Mレンジ ±1%(読み取り値) -
Hレンジ ±1%(読み取り値) -
HV範囲 - ±1％F.S.

測定流体温度範囲 0～70℃ 0～150℃ 0～150℃
温度範囲 0～100℃ 0～180℃ 0～180℃

校正方法 粘度計校正用標準液による校正
(JIS Z8809-2011)

出力 粘度、温度各4～20mA任意設定出力
(出力解像度16bit)およびRS232Cインターフェース出力

システム要求 10～40℃、20～80%RH(結露なきこと)
力 AC100～240V 50／60Hz

機器構成

プローブモデル FVM80A-PST FVM80A-PMT FEM-1000-PMT
コントローラモデル FEM-1000V-STC

他の プローブ⇔コントローラ接続ケーブル L=5m
コントローラ電源ケーブル L=2.5m

オプション -

タイプ 耐圧防爆インライン粘度計
入力方式 FEM-1000V-EX FEM-1000V-EXMT FEM-1000HV-EX



耐炎性
調査 Exd II CT6 Exd II CT3 Exd II BT3

スレーブ/コントローラー Exd II BT6

粘度

測定範囲

Lレンジ 0.50～1000mPa・s -
Mレンジ 10.0～5000mPa・s -
Hレンジ 500～20000mPa・s -
HV範囲 - 1.00～100Pa・s

正確さ

Lレンジ ±1%(読み取り値) -
Mレンジ ±1%(読み取り値) -
Hレンジ ±1%(読み取り値) -
HV範囲 - ±1％F.S.

再現性

Lレンジ ±1%(読み取り値) -
Mレンジ ±1%(読み取り値) -
Hレンジ ±1%(読み取り値) -
HV範囲 - ±1％F.S.

測定流体温度範囲 0～70℃ 0～150℃ 0～150℃
温度範囲 0～100℃ 0～180℃ 0～150℃

校正方法 粘度計校正用標準液による校正
(JIS Z8809-2011)

出力 粘度、温度各4～20mA任意設定出力
(出力解像度16bit)およびRS232Cインターフェース出力

システム要求 10～40℃、20～80%RH(結露なきこと)
力 DC24V

機器構成

プローブモデル FVM80A-PEXG FVM80A-PEMT FEM-1000-PEMT
コントローラモデル FEM-1000-EXSC（スレーブコントローラー）/SMC-1000V（マスターコントローラー）

他の プローブに接続されたケーブル L = 5m
耐炎ガスケット3枚 3枚

オプション -


